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 校長 沖中 直樹 

はやいもので、もうすぐ１２月です。昔から師走は、あっとい 

う間に過ぎていくとよく言われます。時間の感覚は、人さまざま 

ですが、焦ってきたりすると時間が短く感じられ、心にゆとりが 

あるとき時間が長く感じられます。また、何かに熱中していると 

きには、時間が過ぎるのが早く、いやいや取り組んでいるときは 

時間がとても長く感じられます。また、年齢を重ねると子どもの頃より時間の経過が早

く感じるとよく聞くことがあります。しかし、本当は人間誰も平等に１日は２４時間と

同じ時間を過ごしているのです。 

ある学校の調査で、学習時間と学力の関係を調べた結果で、学習時間が伸びたのに 

学力の向上があまり見られなかったという例を聞いたことがあります。その原因は、 

テレビを見ながら、ゲームをしながら、お菓子を食べながらの「ながら学習」を行っ 

ていたため、学習時間が増えたようになったということでした。 

あと５分、あと１０分と勉強の開始時間を遅らせ、勉強中もなかなか集中できず、時 

間だけが過ぎていき、勉強した気になっている自分自身の子ども時代がまさしくそう 

いう学習方法でした。 

大人になって仕事をするようになった今でも、さまざまなことをこなすためには時

間の使い方の大切さを痛感しています。 

師走で気ぜわしくなってきますが、そんなときだからこそ時間を大事に使っていき 

たいものです。 
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〇学校教育目標  ：ふるさとを愛し、ふるさとから愛される「ときわっ子」の育成 
○めざす学校の姿 ：美しい学校（美しい心の育成＆美しい環境の整備） 
〇めざす子どもの姿：いつも笑顔で 元気です！ 

【校 訓】 
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美しく 

たくましく 

かしこく 

チャレンジ目標 

☆ ともだちとあいさつ 

☆ きもちのよいあいさつ 

☆ わたしからあいさつ 


